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いのち皆生きらるるべし

　「いのち皆生きらるるべし」これはある仏弟子の言葉である。

このことは当然の事といえば当然の事である。当たり前の事すぎ

て耳に引っかからない人も多いだろう。でも私たちの歴史を振り

返ってみるとどうだろうか。

　私たちの生き様は、いのちあるものと一緒に生きよう、という

のではなく、自分のいのちだけを大切にしてしまっているのでは

ないでしょうか。「オギャー」と産声を出してから「自分だけを

かまってほしい」「自分を中心にしてくれ」と主張し、その主張

が人との出会いによって常に崩されていく人生ではないでしょう

か。言い換えれば、人は人と出会い続けることによって初めて「い

のち皆生きらるるべし」という道を歩み続けることができると思

うのです。
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　サーバッティの町にナンダーと呼ばれる貧
まず

しい女
の人がいました。身寄りも住むところもありません
でした。よごれてすり切れた服を着て、道ばたにしゃ
がんでいるナンダーをたいていの人はさけて通りま
した。が、なかに心のやさしい人がいて、食べ物を
分けてくれたので、どうにか命をつないでいました。
　そのころサーバッティのジェータの林に、おシャ
カさまが大ぜいのお弟

で し

子たちと滞
たいざい

在していました。
人々は手に手に捧

ささ

げ物を持って毎日のようにおシャ
カさまのお話を聴きに出かけました。ひもじいおな
かに骨ばったひざをあててうずくまり、ナンダーは

もの欲しげにこの人々をながめていました。
　ある日、ナンダーは人々のようすがいつもと違うことに気づきました。食べ物以外の
ことはどうでもよいナンダーでしたが、なぜか気にかかってじっとしていられませんで

　今アメリカやイギリスが、イラクという国と戦争をしようとし

ています。そして私たちの日本もその戦争に協力しようとしてい

ます。本当にさけるてだてはないものでしょうか。

　正義を自分に立て、自分を絶対化していくと、自分にそぐわな

いことを悪にしてしまい、対話ができなくなってしまいます。正

義を立てれば他なる存在を同化（なびか）させるか、排除、また

は滅亡させるしかないのです。正義すなわち「良し」「悪し」と

いうことを気にすればするほど、みんなで生きていこうという道

が見えなくなり、また歩めなくなっていくのです。
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した。ふらつく足をふみしめて、立ちあがり、道ゆく人にたずねると、おシャカさまは
まもなくジェータの林を去って次の町へ説

せっぽう

法に旅だつということでした。ナンダーは再
びうずくまって考えました。
　---- おシャカさまのお話がいくら尊くても、おなかのたしにはならないから、わざわ
ざ聴きにいかなかったけれど、もしかしたらもう一生あえないかもしれない ...... 。せっ
かく目の前に幸せの実をむすぶ畑があるというのに、わたしにはそこにまく一つぶの種
もないのだから、こうやって過ごすほかないのだわ ----
　空腹のために万事なげやりであきらめがちのナンダーの胸に、このときなぜか底から
つきあげるものがありました。
　---- こうしてはいられないわ。せめて何かおシャカさまに捧げたい ----
　じっとうずくまって人から施

ほどこ

されるのを待つばかりのナンダーが、今はじめて立ちあ
がり、一軒一軒ものごいに歩きました。
　夕暮れ近く、ようやくわずかの食べ物が恵まれました。ひもじさはいつもと比べよう
もなかったのですが、ナンダーはそれを食べたいとは思いませんでした。
ふと、ゆくてを見ると、うす暗いジェータの林に灯

あかり

明が点々とまたたいていました。
「きれい！」
ナンダーは思わず足を止めました。
　見なれたはずの光景でしたが、ナンダーは今はじめて美しさに心を動かされました。 
ナンダーは油屋へ急ぎました。店の主人はみすぼらしい客にまゆをひそめましたが、ナ
ンダーはためらいませんでした。
「これで買えるだけの油をください」
　主人がナンダーの差し出す手を見ると、お金ではなく、わずかばかりの食べ物でした。
「油なんか買ってどうするんだね。大事な食べ物を売ることはなかろうに ......」
　うさんくさそうに主人はつぶやきました。
「お金でなくてはだめですか。それとも少しばかりの油では売ってもらえませんか」
ナンダーの問いつめるようないきおいに、主人のほうがたじろぎました。
「いや、なに、商売だから、少しでも売るのは売るが、それっぽっちの油がなんの役に
立つのかね」
油をはかりながら主人はナンダーにもう一度いいました。
「おシャカさまがまもなく旅に出られるそうで、お別れの前に灯明を一つ捧げたいので
す」
　ナンダ－の返事に驚いた主人は、しまいかけたつぼを取り出して油を足しました。
「そうだったのかね。お金はいいから、それを食べていきなさい」
「いいえ、これは受け取っていただきます」
ナンダーは油を大切にかかえてジェータの林へ向かいました。初めて灯明をともすナン
ダーの指先は胸といっしょに震

ふる

えました。灯
とうしん

心がバチバチッと小さくはじけて、炎
ほのお

はみ
るみるオレンジ色にふくらみ、大きくしっかりと燃えました。
その夜、にわかに強い風が吹き、ジェータの林の灯明は一瞬に消えましたが、ナンダー
の捧げた灯明だけはともり続けていました。

[ 賢愚経（けんぐきょう）]

『仏典童話』（東本願寺出版部発行）より転載
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ご命日の集い三月より
再開します

冬の間休んでおりました親鸞聖人ご命日の集いは３月２８日より再開いたします。

今まで親鸞聖人がお作りになった 「正信偈」 をお勤めするということを中心にやっ

てまいりましたが、 今回からはお話を聞くということも加えていきたいと思っています。

住職の話ばかりはいや！という方もおられると思いますので、 なるべくそうでないよう

にしていく予定です。 またお話の時間も３０分を超えない予定です。

どうぞ皆さんお誘いの上ご参加ください。

お待ち申しております。

毎月（三月から九月まで）二十八日
午後二時より三時まで

釈尊降誕会

老田花まつり
 と　き ４月５日 （土） 午後１時３０分より

 ところ  常入寺

   主催　老田各宗団　

お釈迦様がこの世にお生まれになった事をおいわいする行事で
す。 ご近所の方々をお誘いの上お参りください。 お待ちして
います。


